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く進出し、ボンヘチロにはコリアタウンが形成され、

ファッションの中心街と呼ばれている。

　そして韓国料理の店は、韓人達が集まることができる

場所として、情報交換の場でもあり、集会の場所として

使用されている。現在ボンヘチロには数十店舗の韓国料

理専門店があり、100店舗を超える韓人経営の衣服店が

ある。また筆者がボンヘチロに行った際、あちこちから韓

国語が聞こえ、まるで韓国にいるような印象を受けた。

　このように、ブラジルのサンパウロにおける韓人達の

食生活に関する認識は、家庭食から外食まで様々な変化、

適応の過程でみることができる。50年以上が経つ韓国

移民史から考えると、ブラジル韓国移民者達の研究は少

ないと思われる。今回の調査を予備調査として、これか

らの研究をさらに進展させていきたいと考える。
このおかげで彼らは生業に集中することができた。した

がって、日本より50年以上遅れた移民の歴史にもかか

わらず、最近、ブラジル国内の様々な産業に韓人達が多

図 2　お店の韓国料理

　本センターは、21世紀COEプログラムの後継組

織として、海外の９つの研究機関と提携して、国際

的な感覚を有する次世代の若手研究者の育成を目的

とした研究者の招聘・派遣事業を進めている。21

世紀COEプログラム以来の10年間で、訪問研究

員は49人、派遣研究員は25人を数える。これら

若手研究者の研究課題は、歴史、宗教儀礼、民俗祭

祀、伝統芸能、民間演劇、陶芸、写真、レコード産業、

無形文化財、風刺画、寺社おふだ、出稼ぎ労働、ジェ

ンダー、住宅建築・都市建築、食文化など実に多様

である。3週間の短期滞在ではあるが、若手研究者

の一義的な目的である資料・研究文献の収集におい

ては派遣先各機関で蓄積された資料の多様性と奥深

さが実感されており、また指導教授・大学院生との

知見交流は研究員の新たな研究視点の開発に役立っ

ていることが報告されている。本センターでは、指

導教授による研究指導、チューターによる研究支援、

滞在期間終了時の報告会をとおして、このような招

聘研究員の活動実態と研究成果の把握に努めてき

た。一方、派遣研究員については、今回初めての試

みとして、「2012年度派遣研究員報告会」（2013年

4月 5日（金））を企画し（写真）、派遣研究員であ

る4人の院生から、提携機関における受入れ体制（人

的・物的環境）、現地の生活環境（交通、食事、宿舎）、

研究成果の自己評価、今後の派遣研究員へのアドバ

イスなどの諸点について報告をいただいた。セン

ター側からは、田上繁センター長、鳥越輝昭・内田

青蔵両研究員（国際交流担当）が参加し、活発な意

見交換が行われた。元々多様な広がりを有する非文

字資料は、各国の地域文化の諸相を具体的かつ可視

的に示す絶好の資料であるとともに、資料自体が多

層的な時間・空間における蓄積を背景としているこ

とから、その研究方法としても比較歴史的視点を求

めるものであるが、招聘・派遣制度は、そうした研

究交流実践の一端を担っているということができ

る。派遣研究員の資格は、2012年度より、５つの

大学院研究科博士後期課程の在籍者に拡大されてお

り、多様な研究テーマをもった院生の応募が期待さ

れている。 （非文字資料研究センター事務室）

海外提携機関との招聘・派遣事業について
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神奈川大学 21世紀 COE研究成果叢書（神奈川大学評論ブックレット）
『神奈川大学21世紀COE研究成果叢書』は、21世紀COEプログラム『人類文化研究のための非文字
資料の体系化』の成果を研究担当者の単著として、わかりやすく簡明にまとめたものです。2013年を以っ
て、全8冊の刊行が完結しました。

[ 既刊 ]
神奈川大学評論ブックレット30　菅江真澄が見たアイヌ文化　菊池勇夫　800円＋税　2010年 11月30日刊行
神奈川大学評論ブックレット31　名所図会を手にして東海道　福田アジオ　1000円＋税　2011年 3月31日刊行
神奈川大学評論ブックレット32　オーラル・ヒストリーの可能性─東京ゴミ戦争と美濃部都政　中村政則　800円＋税　2011年 5月20日刊行
神奈川大学評論ブックレット33　メディア環境の近代化-災害写真を中心に-　北原糸子　1000円＋税　2012年 3月31日刊行

神奈川大学評論ブックレット34 800円＋税　2012年6月20日刊行

神奈川大学評論ブックレット36 800円+税　2013年4月10日刊行

神奈川大学評論ブックレット35 1000円+税　2012年10月5日刊行

神奈川大学評論ブックレット37 1000円+税　2013年3月28日刊行

浜田弘明『博物館の新潮流と学芸員』

青木俊也『あるく民俗・あるく展示』

金　貞我『風俗画のなかの女たち
－朝鮮時代の生活文化』

中島三千男『海外神社跡地の景観変容
－さまざまな現

い

在
ま

』

市民にとってより良い博物館活動とは何か－博物館の歴史をひ
もとき、近年の学芸員や博物館学に関する各種論議を紹介しつ
つ、21世紀の博物館の課題と展望を提示する。

日常、私たちが改めて意識することのない、「歩く」と
いう行為を、実験展示「あるく－身体の記憶－」という
展覧会を通して、生活文化である民俗として捉えなおす。

朝鮮時代（1392-1910）に描かれた複数の風俗画から
発信される人々の姿や行為、特に女性の生活文化を読
み取る。

海外神社は「大日本帝国」の崩壊とともに、その機能を停止し
たが、本書はその機能を停止した海外神社（跡地）が、現在、
さまざまに景観を変容させて存在していることを明らかにした。
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